
長沼町総合振興計画審議会（第 2 回） 議事概要 

 

開催日時：令和 2 年 6 月 30 日（火） 15：00～16：06 

開催場所：長沼町役場 3 階 第 1・2 会議室 

 

【出席者】 

・審議会委員 17 名 

  青野委員、池内委員、石川委員、伊藤委員、大橋委員、黒田委員、阪委員、市東委員、 

瀬川委員、谷川委員、土田委員、長井委員、橋本委員、廣岡委員、水野委員、森委員、 

森下委員、 

・長沼町  

戸川町長 

 政策推進課 駒谷課長、三浦課長補佐、佐藤企画官、山下係長、和田係長 

 

【議事概要】 

（駒谷課長） 

 本日はご多忙の中お集りいただき誠にありがとうございます。 

この度、シニアクラブ連合会会長と PTA 連合会会長が交代となったことに伴い、仲野委 

員に代わり青野 政利（あおのまさとし）委員、山﨑委員に代わり阪 大二朗（さかだいじ

ろう）委員が新しく委員になられますので、町長から委嘱状を交付致します。 

 

《戸川町長から青野委員、阪委員に委嘱状の交付》 

 

1.開会 

（駒谷課長） 

これより長沼町総合振興計画審議会を開催致します。 

開会にあたり、瀬川会長からご挨拶を申し上げます。 

 

2.会長挨拶 

（瀬川会長） 

 本日は大変ご多忙の中、第 2 回総合振興計画審議会にお集りいただきましてありがとう

ございます。新型コロナウィルス感染拡大の影響で伸び伸びとなっておりましたこの会議

ですが、やっと開催できることになりました。 

昨日の新聞などでは、世界的に感染者や死者数が増加している中、長沼町では幸いなこと

に感染者がでておりませんが、近隣市町ではクラスターも発生しまだまだ油断できない状

況が続いております。今日のこの会議でもマスク着用、換気など、感染対策を十分に行って

おります。 

今回の会議の内容としては、前回審議会で決定した各部会の部会長を決定すること、また、



町民アンケートの結果について事務局からの説明、その他案件について、となっております。 

議事が始まる前に戸川町長より諮問を受けますが、皆様方には、質問や意見等出していた

だき、有意義な会議にしていきたいと考えておりますので、よろしくお願い致します。 

 

3.諮問 

（駒谷課長） 

それでは、議事に入る前に、町長から会長に総合振興計画策定の諮問を行います。 

 

《戸川町長から瀬川会長に諮問》 

 

（駒谷課長） 

町長はこの後公務が入っているため、ここで退席されます。ありがとうございました。 

この後の議事進行につきましては、瀬川会長にお願い致します。 

 

4．議事（瀬川会長が議長となり進行） 

（瀬川会長） 

ただいま、戸川町長より諮問を受けました。諮問については、その都度資料をいただき協

議することになります。 

 

議事（１）各部会長の選出について 

（瀬川会長） 

それでは議事に入りたいと思います。 

議事の 1 番目、各部会長の選出についてですが、事務局から説明があります。 

 

（佐藤企画官） 

部会長の役割についてですが、今後、部会単位での会議を行うにあたり、部会長が座長と

なり進め、全体会議（審議会）での報告を行っていただくこととなります。 

当然、事務局もバックアップして参りますので、よろしくお願い致します。 

 

（瀬川会長） 

それでは、部会長の選出方法について、委員の皆さんのご意見を伺いたいと思います。 

どのような方法がよろしいでしょうか。 

 

（森委員） 

事務局で何か案を考えていれば、出していただいてはどうでしょうか。 

 

（瀬川会長） 

事務局から案があればお願いします。 



（事務局） 

それでは、事務局から部会長案について提案させていただきます。 

福祉部会長は 2 区の青野政利委員、産業部会長は本町区の森下伸委員、教育部会長は栄

町区の谷川松芳委員にお願いしてはどうかと考えています。ご意見ありましたらお願い致

します。 

 

（瀬川会長） 

ただいまの事務局案について、皆さんご意見ありませんでしょうか。 

 

（出席委員） 

異議なし  

 

（瀬川会長） 

特にご異議もありませんので、各部会長におかれましては、今後の部会のまとめ役をよろ

しくお願いします。それでは、次の議事にうつります。 

 

議事（２）町民アンケートの結果について 

（瀬川会長） 

議事（２）町民アンケートの結果について、事務局より説明願います。 

 

（佐藤企画官） 

資料-1 町民アンケート結果について説明 

 

（瀬川会長） 

アンケート調査結果について、ご意見よろしくお願いします。 

 

（水野委員） 

アンケート回収率が 27.2％ということで、前回アンケート（第 5 期総合振興計画策定時）

よりも回収率が下がっています。確かこのアンケートと他のアンケートが同時期に配布さ

れていた記憶がありますが、町民の皆さんには、また何か来たというくらいにしか見てもら

えなかったのではないでしょうか。 

今回も、前回アンケートと同様に、全戸配布という方法をとりましたが、今までのやり方

では町民の皆さんに答えてもらえない時代になっているのではないかと思います。 

 

（瀬川会長） 

 回収率の数値で見ると、前回アンケート時とほぼ同程度となっていますが、今回は第 1 回

審議会の際に委員から出た意見を元に、若い世代の声をより集めるために、全戸配布の他に

ＪＡや商工会などに個別配布したという経緯もあります。しかし、前回よりも若干回収率が



下がる結果になりました。 

 

（土田委員） 

 世帯毎に配布すると、どうしてもいわゆる家長が回答するという傾向になって、自然と高

齢世代の回答が多くなり、結果的に医療・福祉分野の要望のウェイトが高くなることに繋が

っていきます。 

近隣市町でも診療所体制に移行している中、長沼町でも同様の危機に瀕しており、新たな

医療体制等を望まれたところで現実的には難しく、希望されていることに応えられていな

いことがこのアンケートの結果に出ていると言えます。 

何か打開策がない限り、アンケート結果に応えられる施策は簡単には打ち出せないので

はないかと心配しているところです。 

 

（谷川委員） 

 アンケート調査は、全国平均では 3 割回収できればある程度の方向性は見えると言われ

ており、妥当な数値ではないかと思います。 

 問題は、若い人の回答数が少なく、若い人が興味関心を持つような町となっていないとい

うことであり、これからの子供たちや若い人達に、行政の施策を如何に浸透させていくかが

大切です。 

以前、生涯学習推進計画策定時には、小学生、中学生の意見を聞いて計画書に取り入れた 

こともあり、今回のアンケート結果にプラスして高校生などからの意見を、まちづくり計画

の中に入れ込むことも一つのやり方かと思います。 

今回のアンケート結果は、データの一つとして捉えていけばよいのではないでしょうか。 

この内容を更に深読みしていくことが我々の役割であると考えます。 

 

（黒田委員） 

 アンケート調査結果から見える主な政策課題を解決する方策としては、総括すると、少子

高齢化に対する施策全体を考えれば、住みよい町づくりに繋がるのではと考えています。 

例えば、出生率が上がっている自治体の施策について情報収集し参考にすることで、医

療・福祉面や若者の雇用創出などの課題解決に向けた施策検討の一助となるのではと考え

ます。 

 

（駒谷課長） 

出生率が上がっている自治体としては、上士幌町や東川町などが考えられるので、施策に

ついて情報収集し、次回の部会等で皆さんにお示ししたいと思います。 

 

（廣岡委員） 

若い世代が定住できるような施策を考えていくことが重要であり、なかなか抜本的な改

革は難しいとは思いますが、何とか少しずつでも好転させていく方策を考えていきたいと



思います。 

アンケート結果からも見て取れるように、ある程度年配の方は満足度が高いのかと思い

ますが、若い世代が安心して子育てをしていけるような環境を整えていくことが重要と思

います。 

 

（瀬川会長） 

課題として、医療、雇用、交通の 3 つが挙げられているが、それについて委員の皆さんか

ら何かご意見ありますか。 

 

（石川委員） 

 医療・福祉の充実が必要、というアンケート結果となっていますが、医療面なのか福祉面

なのかで不安を感じる世代は異なると思われ、実際、福祉面でいえば、町内には既に高齢者

福祉施設が数か所有り、訪問医療なども含めると決して不足はしていないのかなと感じて

います。 

一方、医療面でいえば、町立病院の老朽化が進み、小児科、産婦人科等、子育て世代には

足りないものと感じさせていると思います。実際、医療面、福祉面でどちらの意見が多かっ

たのでしょうか。 

また、雇用面で考えると、医療が足りていない、買い物する場所が足りていない、といっ

た問題を充実させると自然と働く場所が生まれ、なにかを充実させると連動して自ずと他

のものもついてくるのかなと思います。 

 

（瀬川会長） 

医療・福祉の他に、災害に強いまちづくりというのは防災に関することで、町民が安心し

て暮らせるという観点であり、それらを一つにまとめて課題として検討していきたいと考

えています。 

 これからのアフターコロナ時代においては、食糧自給率の向上が求められることもあり、

長沼町の基幹産業である農業がますます重要になっていく一方、雇用面では、グローバル社

会から地域などローカルへの移行が考えられ、農産物加工等における外国人労働者雇用へ

の影響が懸念されることから、今後長沼町としても大きな課題となることが考えられます。 

また、交通面では要望が大変多く、鉄道がないということも影響しており、大きな政策課

題であると捉えています。 

これからの長沼町を担う若い世代に向けた総合振興計画を策定していかなければならな

いと考えています。 

 

（駒谷課長） 

アンケート結果のまとめとしての医療・福祉、雇用、交通という３要素はあくまでも政策

課題であり、基本方針としては、若い人を対象にした施策等を盛込んで、今後の部会等含め

審議していってもらいたいと考えています。 



（土田委員） 

企業誘致の関係では、従来の一般的な工業団地的な企業誘致では、機械化、IT 化が進む 

中では、人の雇用が増えるような状況ではないと考えています。 

雇用を増やすためには、基幹産業である農業とタイアップした加工産業の企業誘致など 

を検討していくべきではないでしょうか。これまでと同じ考え方では発展性がなく、工業団

地に入ってきてやめていった企業も沢山あるので、時代のニーズに沿った検討を進めるべ

きであると考えます。 

 

（瀬川会長） 

 ご意見ありがとうございます。 

 他に何かございませんでしょうか。 

 

（佐藤企画官） 

石川委員からの医療・福祉のどちらの意見が多かったのかという質問に対し、事務局から

回答致します。 

特に保健・医療・福祉分野では複合的な意見が多かったが、高齢者福祉の意見数はそう多

くはなく、小児科・産婦人科に対する意見、子どもの将来に不安という声が多い結果となっ

ています。加えて、町立病院の改善を求める声も多く、傾向としては、高齢者福祉というニ

ュアンスではなく、若い世代が住みやすくなるような医療面の充実を求める意見でした。 

 

（瀬川会長） 

ご意見ありがとうございます。 

他に意見等がなければ、今後、具体的には部会で検討していきますが、今配付されている

結果を自分なりに分析いただき、それぞれ審議していただきたいと思います。 

次の議事にうつります。 

 

議事（３）その他について 

（瀬川会長） 

議事（３）その他について、事務局より説明願います。 

 

（佐藤企画官） 

 事務局の方からスケジュールについて説明します。 

第 6 期長沼町総合振興計画については、本日、町長からの諮問をうけ、令和 3 年度から

令和 10 年度までの 8 年間の計画を、令和 2 年度中に策定します。 

策定にあたっては、議会の議決を必要としますので、答申の時期は 3 月上旬がリミット

と考えています。 

現在、各担当課により 6 月末を目標に前期基本計画の素案を作成している段階で、それ

を事務局で 9 月末を目途に取り纏め、総合振興計画全体の素案を作成する予定で作業を進



めてまいります。 

この計画素案を以て、次回（第 3 回）の審議会を 10 月に開催するとともに、その後 2 ヵ

月ほどかけて各部会で皆さんに内容を審議していただきます。 

年内を目標にパブリックコメントを募集し、町民の皆さんの意見を反映した形で全体計

画案を補足修正したのち、2 月中を目途に第 4 回審議会にて計画を確定、答申後、3 月の議

会で議決するというスケジュールで考えております。 

 

このスケジュール案は、あくまでも普通の状態での予定であり、新型コロナウィルスの感

染拡大状況によっては、再び対面での会議が出来なくなる可能性もあります。 

その際は、密回避の観点から書面での意見集約や、部会長のみなど人数を縮小した形での

会議とするなど、状況を見て都度開催方法を判断していきたいと考えておりますので、ご協

力の程よろしくお願いします。 

 

（瀬川会長） 

審議会の開催スケジュール、計画の作成についてご意見等あればお願いします。 

 

（土田委員） 

 部会の開催は、第 3 回審議会の前にやるということでしょうか。 

 

（佐藤企画官） 

 部会は、第 3 回審議会後に、各部会で数回集まっていただいて審議していただくという

形となります。 

 

（瀬川会長） 

全体を通して、ご意見、ご質問等ございませんか。 

なければ、本日の会議は以上をもちまして終了となります。 

皆さんのおかげで、実りある審議を行うことができました。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 


